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診断時の年齢階級別の診断年次推移が示されている。	
  

1986年の事故後、4年後から低年齢層でリスク増加が検出されている。	
  

今でも過剰発症が継続している（他の研究でも支持される結果）。	
  

10歳未満の小児でのバックグラウンド発症は百万人当たり年間2から4人。	
  

事故以降に生まれた小児では、この現象は観測されていない。	
  

また、事故10年後からは0-­‐9歳で診断される割合は低下している。	
  

甲状腺のスクリーニング検査では過剰診断の考慮が必要かもしれない。	
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小児の方がリスクが高く、早期に観測される。時間が経つと観測されにくくなってくる。	
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より発症までの期間が長い。	
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子宮がんや前立腺がんでは偶然変動内であり、リスクを検出するには、よりパワー
を上げる必要がある。	
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糖尿病のリスクは研究間で結果が一致しない。	
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